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BM-HACCP運用システムには、「ユーザー管理者」と「ユーザー」の２種類があります。

ユーザー管理者

ユーザー

ユーザーの管理を行うことができ、追加・削除することができます。
初期導入の申込を行うことができます。

チェックリスト、HACCPハザード管理プラン等の機能を
利用して食品衛生管理を推進できます。

BM-HACCP運用システムについて

ユーザー管理者とユーザー
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ログインの手順（1/2）

❷
❸

１. https://bm-haccp.com/loginにアクセスします。

２. メールアドレスとパスワードを入力し、

　ログインをタップします。

3. ワンタイムパスワードが上記で入力した

　メールアドレスに届くので、入力欄に入力し、

　ログインをタップします。

ユーザー管理者・ユーザー共通機能



ログインの手順（2/2）

❹

ユーザー管理者のメニュー画面 ユーザーのメニュー画面

❺

初回ログイン時のみ利用規約・プライバシーポリシーへの
同意が必要です。

４. 利用規約に同意します。に
チェックを入れ「次へ」を
タップします。

５. プライバシーポリシーに同意するに
チェックを入れ、「始める」をタップします。

６. ログイン完了です。
　メニュー画面が表示されます。

ユーザー管理者・ユーザー共通機能



ユーザー管理者のメニュー画面 ユーザーのメニュー画面

❸

❶

❷

初期導入の申込

ユーザー管理者のみ

ユーザーのみ

ハンバーガーボタン…メニュー画面以外のページでは
常に右上に三本線のマークが表示されています。
このマークをタップするといつでもメニュー画面を呼び出すことができます。

呼び出したメニュー右上のバツを
押すとメニューは閉じます。

❸

メニュー画面以外のページ上部

メニュー画面の見方

①初期導入の申込…新規導入の申込みが行えます。
②ユーザー管理…ユーザーの管理の作成・編集・削除が行えます。

お問い合わせ…連絡フォームに移動します。
　　　　　　　不明点がある場合にご連絡ください。

ログアウト…システムからログアウトします。

③食品衛生管理計画…衛生管理に関することは主にこちらから
　　　　　　　　　　行えます。

ユーザー管理者・ユーザー共通機能
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ユーザー管理機能はシステム利用期間を登録後に利用可能になります。
 

→ →→

❶ 

❷ 
登録済みの
対象期間が
表示されます。

ユーザー一覧の見方
メニュー＞ユーザー管理＞対象期間＞ユーザー一覧

①新規登録ボタン
ユーザーの新規登録ができます。
※ID数上限までユーザーを作成済みの場合は
表示されません。

②ユーザーリスト　
登録済のユーザーが表示されます。
項目をタップすると編集画面に遷移します。

ユーザー管理者向け機能



→ → →

❷ 

❶ 

ユーザーを登録する(1/2）

2. ユーザー名・メールアドレス・
パスワード・電話番号を入力します

１. メニュー画面＞ユーザー管理＞対処期間を選択＞
　　＞ユーザー一覧ページの右上にある
　　「+新規作成」をタップします。

ユーザー管理者向け機能



サンプル食堂

❸ 

❹

一人のユーザーが同時に
管理することができるサイトは１つのみです

サイトとは、店舗や工場などのことです
サンプル食堂

ユーザーを登録する(2/2）

利用者花子

4. 「新規追加する」を
タップして登録は完了です。

３. サイト情報を選択します。
タップすると、このユーザーが管理するサイト一覧が
表示されますので、管理したいサイトを１つ選択してください。
 

ユーザー管理者向け機能



❷ 

→ →→ → →→

❶ 

ユーザーを編集する／削除する（1/2）

sample-adomin@sample.jp

sample-adomin@sample.jp

2. 変更したい項目の情報を
入力・再選択します。　　　　

１.メニュー画面＞ユーザー管理＞システム利用機関ページ
　　＞ユーザー一覧ページ内のリストから、
　　編集したいユーザー選択します。

ユーザー管理者向け機能



❸

❹

ユーザーを編集する／削除する（2/2）

３. 「編集する」をタップして登録は完了です ４. 削除する場合は「削除」をタップして完了です
　

ユーザー管理者向け機能



❸

紺色…次に対応してほしい項目青…編集可能な項目

色の変化について

 

→

❶ 

❷ 

システム利用期間一覧画面の見方（1/2）
メニュー＞初期導入の申し込み＞システム利用期間

④現在行える項目一覧
現在行える項目の一覧が表示されます。

現在行える項目に表示される項目は
現在のシステム利用状態によって異なります。
表示されている項目をタップして
入力処理を完了させてください。

現在のシステム利用状況による画面変化一覧は次項→

①新規作成ボタン
期間を新しく作成します。

②期間・現在のシステム利用状態
設定した期間と、表示されます

ユーザー管理者向け機能



ボタンの種類について　[書類ボタン］見積書・請求書・領収書…タップするとDLができます。
　　　　　　　　　　 [現在行える項目]組織情報入力・組織情報変更・サイト情報入力・サイト情報変更・
　　　　　　　　　　　初期費用支払い・利用料支払い・支払い確認中…タップすると編集・入力画面に遷移しますので、処理をおこなってください、

システム利用期間一覧画面の見方（2/2）

⑥運用中

②サイト情報入力

①組織情報入力

③初期費用支払い

④利用料支払い

⑤支払い確認中

明細に差戻しがある場合は
エラーメッセージが表示されます。
「対応する」ボタンをタップしてください。

ユーザー管理者向け機能



初期導入の手順（1/6）

❷ 

❸ 

❹

❺

❻

→

❶ 

１.メニュー＞初期導入の申込＞
システム利用期間内の
＋新規追加ボタンをタップします。

見積もりを作成します。
２.管理対象のサイト数
３.管理対象の利用ユーザーID数
４.システム利用開始日を入力します
※システム利用開始日は、入力された月の1日となります
5. 「料金を計算する」をタップします。

６. 見積もり金額の確認をします。

ユーザー管理者向け機能



❾

❼
❽

10

初期導入の手順（2/6）

７. 見積書をダウンロードします。
８. 問題なければ同意にチェックをいれて、
９.「この内容で申し込む」をタップします。

10. 組織情報を入力・選択し、
「サイト情報の入力に進む」をタップします。

ユーザー管理者向け機能



登録されている

サイト情報が表示されます。

タップすると→

のように開きます。

1211

11

13

初期導入の手順（3/6）

11.サイト情報を入力し、「提出書類に進む」
をタップします。

12.ご請求金額の確認し、
請求書をダウンロードします。
13.お支払い後、「ファイルを選択」をタップし、
　支払い明細を添付します。
「利用料の支払いへ進む」をタップします。

ユーザー管理者向け機能



→

15

初期導入の手順（4/6）

14. 利用料の支払い金額を確認し、
「クレジットカード情報を登録する」をタップします。

15. 外部サイトより支払い手続きを行います。
数量右の「１∨」を選択します。

ユーザー管理者向け機能



初期導入の手順（5/6）

16

16. 選択すると数量を更新するポップアップが表示されます。
数字を直接入力するか、右の+マークを押して数量を変更し、「更新」ボタンをタップします。

ユーザー管理者向け機能



初期導入の手順（6/6）

こちらのチェックは
必須ではありません。

17

17

17

17. 金額が更新されたことを確認したら、
右のカード情報を入力し、「申し込む」をタップしてください。申込後、確認のメールが届きます。

ユーザー管理者向け機能



ユーザー向け機能３



❸ 

❹

❷

❺
❼

❶ 

→

メニュー＞食品衛生管理計画

❻

❹❷ ❺❻ ❼

食品衛生管理計画メニュー画面の見方(1/2）
①システム利用期間
システムの利用可能な期間が表示されます。

②チェックリスト
チェックリスト通り対応することで、一般的な衛生管理に
関する基準を順守できます。

③記録
汚染箇所を発見した場合は、記録を残します。その他、
添付書類を提出する場合にも記録を利用します。

④HACCPハザード管理プラン
HACCPに沿った衛生管理の基準を満たすために、
危害要因を管理します。

ユーザー向け機能



食品衛生管理計画メニュー画面の見方(2/2）
メニュー＞食品衛生管理計画

→

❸ 

❹

❷

❺
❼

❶ 

❻

❹❷ ❺❻ ❼

⑤記録様式
当システムで利用する記録様式をダウンロードできます。

⑥設定
定休日を設定できます。

⑦HACCP認証
HACCP認証の手続きを開始できます。

ユーザー向け機能



【カテゴリの色変化について】

灰色……確認前　　　

青色……確認済み　基準を満たしている。　

黄色……確認済み　必須となる記録が添付されていない。　

赤色……確認済み　基準を満たしていない。

チェックリストの見方(1/2）

❸ 
❹ 

❷ 

❶ 

メニュー＞食品衛生管理計画＞チェックリスト

→

→

→

→

①日付　
チェックを行う日付が選択できます

▼カテゴリ
②一般的な衛生管理に関する基準項目　大カテゴリ
③一般的な衛生管理に関する基準項目　小カテゴリ
④一般的な衛生管理に関する基準項目　項目
タップすると開閉します。

一般的な衛生管理に関する基準に則ったチェックが行えます。

全14カテゴリ約300項目ありますので、
すべての項目に対応をしてください。

ユーザー向け機能



灰色……確認前　　　

青色……確認済み　基準を満たしている。　

黄色……確認済み　必須となる記録が添付されていない。　

赤色……確認済み　基準を満たしていない。

→

→

→

→

❻
❺
❻
❺ ❼

【状態の色変化について】

チェックリストの見方(2/2）
メニュー＞食品衛生管理計画＞チェックリスト ⑤確認頻度・日付

確認頻度（毎週・毎月・年一etc）とチェックを
行う日付が表示されます
⑥チェックマーク
チェックを押すことでチェックが
完了します。（対応状態により色変化します）

⑦状態
状態が表示されます。（対応状態により色変化します）
タップすると管理記録を入力する画面に遷移します。

ユーザー向け機能



→

❶ ❷

管理項目をチェックする(1/2）

２. カテゴリ名右端の∨マークをタップしていくと、
各項目内容が開きますので、内容を確認して、対応してください。

１. メニュー→食品衛生管理計画→
チェックリストをタップします。

ユーザー向け機能



要確認や、不適合の場合など
記録をとる場合は
項目右側にあるボタンを
タップすると記録画面に遷移します。

記録の方法については
参照：[P--記録を作成する] （後ほどリンクを飛ばす）

❸ 

管理項目をチェックする(2/2）

３. 対応したらチェックマークをタップし、すべてチェックしたら完了です。

ユーザー向け機能



記録一覧の見方

→

→ → →

メニュー＞食品衛生管理計画＞チェックリスト＞ステータスボタン

記録一覧では、
チェック項目別の記録を
一覧表示できます。

❶ 
❷ 

❹ 

❸ 

❺

①新規追加
管理記録を作成できます

②カテゴリ
カテゴリと項目が表示されます

③検索
選択した項目の絞り込み検索ができます

④記録
記録が表示されます

⑤編集
タップすると編集画面に遷移します。

ユーザー向け機能



❶ 

→

→ → →

記録を作成する(1/3）

１. メニュー→食品衛生管理計画→
チェックリスト→状態をタップします。記録一覧から、＋新規追加をタップします。

ユーザー向け機能



←例えば、水道水しか
使用していない場合の
水質検査の項目などは
該当しないに
チェックを入れます。❷ 

❸ 

❹ 

記録を作成する(2/3）

２. 記録の作成を求められている場合で、
該当がない場合は
「該当しない」にチェックを入れてください。

３. 実施・確認日を入力します。 ４. ファイル添付
検査報告書などの記録が
ある場合には、添付してください。

ユーザー向け機能



❺ ❻

❼

記録を作成する(3/3）

７. 施設や設備機器に汚染箇所が
あると思われる場合はPRP、
製造・調理の工程上で危害要因があると
思われる場合はCCPを追加してください。

PRP/CCPの詳しい追加手順は
→ P.36　PRP／CCPを記録する

６. 「記録を作成する」を押して
完了です。

５. 備考があれば
入力します。

ユーザー向け機能



→

→ →
→

❶ 

記録を編集する／削除する(1/2）

１.  メニュー→食品衛生管理計画→
チェックリスト→状態をタップします。記録一覧から、編集したい記録の、「編集する」をタップします。

ユーザー向け機能



❷ 
❷ 

記録を編集する／削除する(2/2）

２. 編集したい項目をタップし、
　内容を編集する。

３. 「記録を更新する」をタップして完了です。

削除する場合は 「記録を削除する」を
タップして完了です。

編集したい項目の
タイトル部分をタップすると
内容項目が開きます。

ユーザー向け機能



※CCPの画面ですがPRPも手順は同様です。

❶ ❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

PRP／CCPを記録する(1/2）

❹ 

２. PRPまたはCCPのタブが
追加されるので、右にある∨を
選択します。
（内容が開きます）

１. PRPまたはCCPを選択します ３．発生日を入力します。
４．PRPまたはCCPの発生箇所の
写真・ファイルを添付します。
添付ファイルに関する
備考があれば入力します。

ユーザー向け機能



❹ 
❺

PRP／CCPを記録する(2/2）

４. 原因と是正措置を入力します。 ５. 新規作成からの場合は「記録を作成する」
編集からの場合は「記録を更新する」　
をタップして完了です。

複数ある場合は「PRPを追加する」
「CCPを追加する」ボタンをタップすると
各々の記録を追加できます。

ユーザー向け機能



❶ 
❷ 

❸ 

PRP／CCPの解消を記録する(1/2）

１. PRP／CCPの入力欄を開きます。 ２. 下にスクロールすると
解消日の項目がありますので、
PRP／CCPの解消日を入力します

３. PRP／CCPが解消された
写真・ファイルを添付します。
添付ファイルに関する
備考があれば入力します。

ユーザー向け機能



❺

❹ 

PRP／CCPの解消を記録する（2/2）

５. 新規作成の場合は「記録を作成する」　
編集の場合は「記録を更新する」を押して完了です。

４. 備考があれば入力します。

ユーザー向け機能



→ ❶ 

❷ 

❸ 
❹ 

製品（原料を含む）情報を登録する

１. メニュー→食品衛生管理計画
→HACCPハザード管理プランをタップします。

２. 製品追加を
タップします

３. 製品（原料を含む）名を
入力して「追加する」を
タップします。

４. 一覧に追加されます

ユーザー向け機能



→ ❶ 
❷ 

❸ 

製品（原料を含む）情報を編集する／削除する(1/2)

２. 製品情報をタップします。 ３. 製品名を変更し、「更新する」を
タップして完了です。

１. メニュー→食品衛生管理計画
→HACCPハザード管理プランをタップします。

ユーザー向け機能



❹ 

製品（原料を含む）情報を編集する／削除する(2/2)

４. 削除する場合は、「削除する」を
タップして完了です。

ユーザー向け機能



→

❶ ❷ 

製品（原料を含む）の管理記録を入力する(1/2）

１. メニュー→食品衛生管理計画→
HACCPハザード管理プラン→
管理記録を入力したい製品の、「管理記録」をタップします。

２. 記録追加をタップします。

ユーザー向け機能



❸ 

❹ ❺

製品（原料を含む）の管理記録を入力する(2/2）

３. 実施・確認日を入力します。 ４. HACCPハザード管理プランの
ファイルを添付します。

５. 「追加する」をタップして完了です。

ユーザー向け機能



→
❶ 

❷ 

製品（原料を含む）の管理記録を編集する／削除(1/2）

１. メニュー→食品衛生管理計画→
HACCPハザード管理プラン→
管理記録を編集／削除したい製品の、「管理記録」をタップします。

２. 編集／削除したい記録をタップします

ユーザー向け機能



❸

❹

❺

❸

製品（原料を含む）の管理記録を編集する／削除(2/2）

３. 実施・確認日・「HACCPハザード管理プラン」の内容に
変更がある場合、入力(選択)し直します。

４. 「更新する」をタップして
完了です。

５. 削除する場合は、
「削除する」をタップして
完了です。

ユーザー向け機能



「HACCPハザード管理プラン」の雛形をダウンロードする

雛形「HACCP ハザード管理プラン」の
詳しい利用方法は次項

１. 「HACCPハザード管理プランをダウンロードする」を
タップすると右図のような雛形がダウンロードできます。

ユーザー向け機能



雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法 (1/7）

ユーザー向け機能

❶ 

❷ 

❸ 

１. 「製品の説明」対象とする
製品・半製品・材料を記入する。

２. 「受入検査」実施と結果の該当する
□にチェックを入れて、記録する。

３. 原材料・製品の保存」該当する
□にチェックを入れて、記録する。



雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法  (2/7）

ユーザー向け機能

❼

❽

❻

❹

❺

４. 「食品安全に関する特性」該当する場合のみ
□にチェックを入れて、記録する。

５. 「原産地」該当する場合のみ
□にチェックを入れて、記録する。

６. 「包装・配送方法」該当する場合のみ
□にチェックを入れて、記録する。

７. 「保管方法・条件」
□にチェックを入れて、記録する。

８. 「使用・加工前の準備・取扱い」該当する場合のみ
□にチェックを入れて、記録する。



雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法  (3/7）
HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

1「危害要因の分析 /ハザード分析」（HL）

ユーザー向け機能

❶ 

１. 「ハザード分析」該当する、あるいは
CCPを想定する場合は□にチェックを入れる。

２. 「許容水準」□にチェックを入れ、
想定する水準を確定して、記載してください。

❷ 



雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法  (4/7）
HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

2「重要管理点（ＣＣＰ）の決定」

ユーザー向け機能

１. 「ＣＣＰ」に該当する□にチェックを入れ、記録する。
特定したＣＣＰは速やかに解消し、記録する。

２. 重要管理ポイント
「調理」「代表的なメニュー」「管理方法」の各項目に
該当する項目に□にチェックを入れる

❶ 

❷ 



HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

3「管理基準（ＣＬ）の設定」

HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

4「モニタリング方法の設定」

この方法は、温度の測定、塩素濃度の測定、
目視検査など具体的に観察する担当、
その方法や実施頻度でモニタリングを記録します。

雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法  (5/7）

ユーザー向け機能

１. 「管理手段」該当する□にチェックを入れ、記録する。

２. 「成分規格」該当する□にチェックを入れ、記録する。

３. 「発生要因」該当する□にチェックを入れ、記録する。

４. 「許容限界」該当する□にチェックを入れ、記録する。

１. 「モニタリング」該当する□にチェックを入れ、
モニタリング手段・方法等を特定する。

❶ 
❶ 

❷ 

❸ 
❹



雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法  (6/7）

モニタリング方法」「管理基準」通りに
実施していないことが分れば、
すぐに是正措置を取ってください。

製造過程で、運用管理の検証方法が必要です。
「ＨＡＣＣＰハザード管理プラン」が
適切に運用されているかどうかを確認してください。
この確認をどのような方法で実施するかを、
決めておきましょう。

HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

5「是正措置の設定」（改善、修正）

HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

6「検証方法の設定」

ユーザー向け機能

１. 「是正措置」該当する□にチェックを入れ、記録する。 １. 「検証」該当する□にチェックを入れ、記録する。

❶ ❶ 



雛形「HACCPハザード管理プラン」の記入方法  (7/7）

記録は、ＨＡＣＣＰを運用した証拠になります。
各工程でＣＣＰが発生した場合、これらを解消した記録があれば、
食中毒の発生を事前に対応したことになります。
結果、ＣＣＰ発生の原因を究明し、
確実に解消することができたらきっと有効なデータにもなります。

HACCP に沿った衛生管理に関する基準（原則１～７）

7「記録の管理」

ユーザー向け機能

１. 「記録」「検査記録」に該当する□にチェックを入れ、記録する。

❶ 



→
❶ 

❷ 

記録様式

２. HACCP記録文書一覧表が
ダウンロードできます。

１. メニュー→食品衛生管理計画
→記録様式をタップします。

ユーザー向け機能



❷ ❷ 

❶ 

定休日の設定(1/2）

１. メニュー→食品衛生管理計画→
設定→定休日設定タップします。

２. 日付のブロックをタップすると、色が変わり
営業日と定休日を切り替えることができます。
定休日に設定すると
チェックリストに表示されません。

ユーザー向け機能



❸ 

定休日の設定(2/2）

３. 「設定する」をタップして
設定は完了です。

ユーザー向け機能


